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ロ

旧
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
に
規
定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
旧
介
護
予
防
訪
問
介

護
及
び
旧
介
護
予
防
通
所
介
護
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
基
準
又
は
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
に
規

定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
支
援
に
係
る
基
準
の
例
に
よ
る
基
準

ハ

平
成
二
十
六
年
改
正
前
法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
三
号
又
は
法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

離
島
そ
の
他
の
地
域
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
住
所
を
有
す
る
居
宅
要

支
援
被
保
険
者
等
が
、
平
成
二
十
六
年
改
正
前
法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
三
号
又
は
法
第
五
十
九
条
第
一
項

第
二
号
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
勘
案
し
た
基
準

二

第
一
号
事
業
に
係
る
基
準
と
し
て
、
当
該
第
一
号
事
業
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
勘
案
し
た
基
準
（
前

号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
六
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
七

法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
六
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
法
第

百
十
五
条
の
十
一
、
第
百
十
五
条
の
二
十
一
及
び
第
百
十
五
条
の
三
十
一
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
す
る

法
第
七
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
を
勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
期
間
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
六
十
四
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
百

十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
号
を
第
二
号
と
す
る
。

ホ

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
に
関
す
る
活
動
の
実
施
機
能
を
強
化
す
る
た
め
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
専
門
的
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
が
当
該
介
護
予
防
に
関
す
る
活
動
の
支
援
を
行
う
事
業

第
百
四
十
条
の
六
十
四
第
二
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
（
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

第
百
四
十
条
の
六
十
六
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
五
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
六

第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
四
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
六

第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
、
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
百
四
十
条
の
六
十
九
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
百
四
十
条
の
六
十
九

法
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
を
遵
守
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二

第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
で
あ
る

こ
と
。

第
百
四
十
条
の
七
十
の
見
出
し
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一

項
第
一
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
六
項
」
を
「
第
百
十

五
条
の
四
十
七
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
三
号
」

を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
各
号
及
び
第
三
項
中
「
第
百
十
五
条
の
四

十
五
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
ニ
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条
の
七
十
一
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
六
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
七

第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
審
査
及
び
支
払
の
事
務
の
一
部
を
受
託
で
き
る
法
人
）

第
百
四
十
条
の
七
十
一
の
二

法
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
審

査
及
び
支
払
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
委
託
す
る
場
合
は
、
当
該
事
務
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
電
子
計
算
機

で
あ
っ
て
当
該
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
備
え
る
も
の
と
同
等
以
上
の
当
該
事
務
に
関
す
る
処
理
機
能
を
有

す
る
も
の
を
備
え
、
当
該
事
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
で
き
る
と
認
め
る
法
人
に
対
し
て
委
託
す
る
も
の
と
す

る
。

第
百
四
十
条
の
七
十
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
料
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
利
用
料
に
係
る
事
業
の
内
容
を
勘

案
し
、
ふ
さ
わ
し
い
利
用
料
と
な
る
よ
う
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
十
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
）

第
百
四
十
条
の
六
十
六
の
二

法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
十
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
お
お
む
ね

一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
市
町
村
が
適
当
と
認
め
る
と
き
と
す
る
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
内
容
及
び
運
営
に
関
す
る
情
報
の
公
表
内
容
）

第
百
四
十
条
の
六
十
六
の
三

法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
十
項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の

内
容
及
び
運
営
に
関
す
る
情
報
の
公
表
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
内
容
を
含
む
も
の
と
す
る
。

一

名
称
及
び
所
在
地

二

法
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
一
項
の
委
託
を
受
け
た
者
で
あ
る
場
合
は
そ
の
名
称

三

営
業
日
及
び
営
業
時
間

四

担
当
す
る
区
域

五

職
員
の
職
種
及
び
員
数

六

事
業
の
内
容
及
び
活
動
実
績

七

そ
の
他
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
百
四
十
条
の
六
十
七
中
「
法
人
で
あ
っ
て
」
を
「
者
（
包
括
的
支
援
事
業
（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項

第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。）の
全
て
に
つ
き
一
括
し
て
委
託
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、法
人
）

で
あ
っ
て
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条
の
六
十
七
の
次
に
、
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
係
る
方
針
の
提
示
）

第
百
四
十
条
の
六
十
七
の
二

市
町
村
は
、
包
括
的
支
援
事
業
（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
か
ら
第

六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。）の
全
て
に
つ
き
一
括
し
て
委
託
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
包
括
的
支
援

事
業
を
委
託
す
る
者
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
内
容
を
勘
案
し
て
、
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
の
方
針
を
示

す
も
の
と
す
る
。

一

当
該
市
町
村
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
方
針

二

当
該
包
括
的
支
援
事
業
が
実
施
さ
れ
る
区
域
ご
と
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
重
点
的
に
行
う
べ
き
業
務
の
方
針

三

介
護
事
業
者
、
医
療
機
関
、
民
生
委
員
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

方
針

四

第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
の
実
施
方
針

五

介
護
支
援
専
門
員
に
対
す
る
支
援
及
び
指
導
の
実
施
方
針

六

法
第
百
十
五
条
の
四
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
会
議
の
運
営
方
針

七

当
該
市
町
村
と
の
連
携
方
針

八

当
該
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
係
る
公
正
性
及
び
中
立
性
確
保
の
た
め
の
方
針

九

そ
の
他
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
運
営
協
議
会
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
方
針

第
五
章
中
第
百
四
十
条
の
七
十
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
支
援
対
象
被
保
険
者
の
範
囲
）

第
百
四
十
条
の
七
十
二
の
二

法
第
百
十
五
条
の
四
十
八
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者

は
、
次
に
掲
げ
る
被
保
険
者
と
す
る
。

一

要
介
護
被
保
険
者

二

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等

三

そ
の
他
市
町
村
が
支
援
が
必
要
と
認
め
る
被
保
険
者

（
令
第
三
十
七
条
の
十
六
の
負
担
金
に
係
る
算
定
）

第
百
四
十
条
の
七
十
二
の
三

令
第
三
十
七
条
の
十
六
第
一
項
の
負
担
金
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
同
条
第
二
項
各

号
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
支
払
う
も
の
と
す
る
。

一

令
第
三
十
七
条
の
十
六
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
事
業
支
給
費

当
該
第
一
号
事
業
支
給
費
の
請
求

に
対
す
る
支
払
が
行
わ
れ
る
各
月

二

令
第
三
十
七
条
の
十
六
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額

当
該
年
度
内

２

前
項
第
一
号
に
係
る
支
払
は
、
指
定
事
業
者
に
対
し
て
、
施
設
所
在
市
町
村
が
支
払
う
第
一
号
事
業
支
給
費
を

保
険
者
市
町
村
が
支
払
う
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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